













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































118 特集：第 5回  情報教育研究会  IN  江戸川大学
年から学校によっては、来年ぐらいから新課程のカリ
キュラム作りみたいなのが始まるんじゃないかなと思
うんですけど、そのときに「情報Ⅰ」をどの学年に位
置づけるか、あとは「情報Ⅱ」を選択でもいいから、
さっき先生も選択で入れると言っていましたけど、選
択でもいいからどこかに入れられないか、その点を検
討しておかないと、後から大学入試の共通テストの方
で情報はいるよと、選択だけど入るよと言われたとき
には、おそらく「情報Ⅱ」の方が結構内容的には試験
に対応できる内容が入ってくるのかなと。ワーキング
グループの資料を見ると思うのでほんとにその点まで
情報の先生は見越して、とにかく学校の中での発言力
が色々あると思うんですけど是非入れてほしいなと。
情報の人間の1人としては感じています。
滑川　「情報Ⅱ」については最後に入れなきゃいけな
いところで、すいません。大橋先生ありがとうござい
ます。ワキンググループの委員だった津賀先生から
は？
津賀　ごめんなさい、ワーキングではなくて今の大橋
先生の話で、ちょっとだけ皆さんも考えなきゃいけな
いのかな。特に東京とか神奈川、埼玉みたいな専任の
教員が多い県じゃなくて、例えば千葉のように兼任の
方がいたり、転勤の多いところは考えなきゃいけない
のかなと思うんですけど、最初に来年以降っていうか
次期か、未履修者不安だねって話をしたと思うんです
けど、あれはやる・やらないの未履修ではなくて内容
的な未履修、4つ提示された時にどこまでやれるか、
そういう意味では未履修を我々は不安視しているんで
すけども、その中で現行おそらく色んな学校行事との
絡みで情報の授業の中で様々な取組みをやっていただ
いているかと思うんですけど、カリキュラムのレジメ
ントということもありまして、ただそれが本題へ変
わっていく中でおそらく取捨選択、やらないとなるの
か、時間を減らすのかでもそのときに学校全体として
はその内容やらなくちゃいけないぐらいだからどこに
持っていくのか、そういった検討はおそらくどの学校
さんも考えなくちゃいけないんじゃないかなっていう
のは正直考えているところです。ですからもうそろそ
ろ始まるんじゃないですかねっていう先生の発言があ
りましたけどまさにその通りだと思うんですよ。特に
次期学習指導要領っていうのが、1つの柱になってま
すんで、その中心が情報かどうかは別としても、お考
えいただいた方がよろしいのかなと。また封建的なと
ころからいうと、情報については選択でやっているの
で、学校によってはより発展的な科目を位置付けて設
定科目にしている学校も多いんですけど、今回ⅠとⅡ
ということで発展的なものできちゃったんで、学校設
定科目をどうするか、場合によっては全部見直しって
いうことも考えられるかな。今の話、実は金曜日喋ろ
うと思ったんですけど、あまりにも先生方がショッキ
ングな顔してたんでちょっとこう避けさせていただい
てこれから徐々にいこうかなと思って、今控えていた
んですが、ちょっと出たので、ついでに喋らせていた
だきました。
滑川　ありがとうございました。「情報Ⅰ」は必履修
ですが、「情報Ⅱ」はどこの学校にも選択で一応おい
てある。そういう図式を作っていかないと、情報化社
会といわれる時代に日本は遅れていってしまうのでは
ないかという危惧があります。是非先生方、情報Ⅱも
かならず置くようにお願いしたいと思います。それか
らさっきの学校設定科目については、専門教科の科目
もいくつもありますので、そちらを学校設定の代わり
に入れていくという手もあると思います。専門教科の
科目も少し採択数が増えないと、情報全体がですね、
こんなに世の中情報なのに、情報の科目をちゃんと
やっている学校は少ないですので、是非その辺もご検
討いただければなと思います。それからあの、はい春
日井先生どうぞ。
春日井　さっきの話に戻して申し訳ないのですが、大
学入試センター、大学入学共通テストで先日マーク式
の問題例が出ていましたけれど、結構統計的なところ
も入っています。1月に情報活用能力テストの結果が
出ました。そちらの方でも統計が読めないということ
が出ていて、このデータサイエンスが入っているあた
りが繋がっていると思っているので、いずれにしても
研修だなんだかんだを待ってない、でこのあたりの勉
強を始めていかないと、今在籍している、もしくは来
年の春に高校に入ってくる子ども達をどうするか対応
しきれないと思います。ここでは表示できないので、
学校に戻られて入試センターのサイトで公表されてい
る参考問題などを今から勉強していく必要があるので
はないのかなと思っています。
滑川　ありがとうございました。時間ももう過ぎてし
まっているので、そろそろまとめないといけないのか
なと思っているんですけど。
能城　フロアから、フロアから何かもらったりと、そ
んな時間はない。
滑川　そしたらですね、個人的には、情報の失われた
10年じゃないですけど、やっぱりレベルが足踏みし
ていて伸びていないっていうのはずっとあったんじゃ
ないかなと思います。今ちょっとスクリーンに出して
いますけど、検討中の学習指導要領では、高校の最終
段階で、要するに大学行く前までですね、高校生とし
てどれくらいの力を持っていてほしいのかっていう所
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「社会と情報」から「情報Ⅰ」にスムーズに移行するには
から逆算して、小中学校の情報教育というのを考えて
いったというのが今回の流れで、そのイメージがスク
リーンに出てますけど、こういった事を考えると、中
学校でどうなるか、小学校でどうなるかっていうこと
もありますけど、まずは我々が自分自身の授業の質を
上げていって、生徒が社会に出たときに、役に立つよ
うな力を付けさせたいというのが個人的な思いでもあ
ります。時間もないので大橋先生から一言ずつ最後に
言っていただいて、終わりにしたいと思います。その
ぐらい時間いいですかね？よろしくお願いします。
大橋　だいぶ喋ったので、もういいかなと思うんです
けど、ほんとにデータサイエンス、プログラミング、
今色んなところで注目されているようです。私も毎月
数冊ずつデータサイエンス系の本買って読んで勉強し
ていますけれども是非そういうので、先ほど滑川先生
からもあったように学習会とかでもどんどんやっても
いいかなと思っています。よろしくお願いします。
谷川　1つ謝っておきたいことがありまして、去年55
歳以上の方は新教育課程に関係ないとか話してしまい
ましたが、ごめんなさい。多分これから情報の教員ど
んどん採用されていきますので、指導教官とか初任で
授業が少ない人の部分の授業につくとかっていう事が
あると思いますので、皆さんで力合わせてやっていけ
ればいいなと思います。情報Ⅰだけじゃなくて情報Ⅱ
も見越して情報Ⅰ・Ⅱを教えられる、みんなで教えよ
うっていう仲間ができるといいなと思っています。以
上です。
生田　不易流行ってあると思います。プログラミング
なりなんなりっていう話があったんですけど、それだ
けではないって言うところがあると思います。きらめ
くようなプログラミングの授業っていうものがあると
思うんですがしっかりとした授業も展開していきたい
な、他の教科、学校からも、あるいは保護者や生徒か
らも信頼を勝ち得ることが重要な方向じゃないかなと
思っています。その意味でコンピュータを使わないよ
うな、法律なり経済なりなんなり別の角度からの授業
もバランスよく授業を展開していくような。情報科は
情報技術科ではないです、情報科学科でもないです、
情報科って名にふさわしいような内容になっていけれ
ば良いんじゃないかと思っています。みなさまからの
コメントもお待ちしております。
春日井　二つほど思っていることがありますが、1つ
は、かなりのことがインターネットを通して知ること
ができるので、それらを見て、学習指導要領や大学入
学共通テストなどが、どうなっていくかを知っておく
必要があると思います。もう一つは、その中に例えば
次の学習指導要領の案で具体的な学習の活動例みたい
なものも載っているので、自分でやってみると結構面
白いと思います。、ここに載っているものではないで
すが、機械学習に興味を持っています。実装してみて
社会の中でどう使えるかというようなことを考えたり
しているのですが、やってみることで、そこから見え
てくることがあります。そして、それを活かして授業
でどうしたらいいかというのも見えてくると思いま
す。作ってみると面白いですよ、という提案をして終
わりたいと思います。
能城　私からは最後に8月の9日、10日にある、電通
大である全国大会では、文部科学省から委託を受けた
大阪大学、東京大学の情報入試の検討をしているワー
キンググループの萩原教授がまさに今日は大学セン
ターが次期共通テストという話でしたが、情報入試を
検討しているところの話をしてくれます。文部科学省
の方からも幹部が文部科学省の考える部分でお話をし
てくれますし、昨年来ていただいた鹿野先生、鹿野調
査官も全体の取組みも踏まえて講演をしてくださると
思いますので、多分一番情報Ⅱの次の情報Ⅰをにらむ
のに勉強できる、研修できる会にしてくれますので、
9日、10日の参加を事務局長としてお待ちしています。
9日、10日、山の日の前日ですね。
津賀　私、この場で言えることと言えないことありま
して、大体皆さん全部言ってくださってますので、教
育的に気にしている部分が1個ありましてそれをお話
して終わりたいと思います。この中に専門高校の先生
方いらっしゃるかもしれないんですけど、代替科目っ
ていうものがございまして、代替科目ってどんな意味
かっていうと実はまだ決定はされてなくて決めるのは
情報科の方で決める訳じゃないんですよね。専門教科
を決めるときですからその辺がどうなるのか今注目し
ているところはあります。家庭科の先生から「私ほん
とにこんなことやるの」家庭科の方の情報処理、情報
系の授業の中でやるのを相談されましてその辺もう少
し待ちましょうかって話はしてあるんですが、そう
いった意味でも影響は大きいのかなと思います。
滑川　すみません、まとまらなかったんですけど終わ
りました。10分ぐらいオーバーしてすみませんでし
た。今日はありがとうございました。
